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卵して いることが， 弘前の1997年9月の調査でわかっ
た。 もちろん， 長麹型は普通型よりも早く羽化するため
でもあるが， 長麹型のコパネイナゴは必ず飛び， 長麹型
と飛均とはセッ トになって いることで， 野外では速やか
に産卵して いると考えられる。 卵巣発育を促進するため
だけなら分散のために地上高くかなりの距離を飛朔する
必要はなしその前に水田で繰り返し， 短距離を飛ぶだ
げで十分と思われる。

9 コパネイ ナゴの分布拡大法

小島(1976 ) は， 滋賀県て ‘大雨で水田が侵水した後，
発生地からイナゴが流され， 分布が拡大したのではない
かという興味ある考えを示した。 コパネイナゴは水田の
畦畔に多くの卵輸を産みつ けるが， 主たる産卵期の
9�11月は， 乾いた水田内部にも産卵する。 畦畔に比べ
て 卵輸の密度は低いが， 面積が広いので水田内部に産下
される卵鞠は決して 少なくない。 それらの卵鞘は田植え
前の代かきにより水面に浮く。 ちょうど氷が水に浮く場
合のように， 卵輸の大部分を水面下にしながら浮く。 そ
れらの卵鞘の一部は， 排水口から水路， そして 川 へと流
れ出し， 下流で水を再利用するとき給水口から卵輸が水
田に入り込むことで， 川 に沿うように上流から下流へ分
布拡大する可能性がある。 ふ化は畦昨l'のものより遅れる
が， 水に浮いた卵鞘から問題なく起こる。

しかし， 飛朔による分布拡大における長麹型の役割は
最も大きいと考えられる。 長麹型だけが山を越え谷を越
え， 国Iを越えて新天地に移動できる。 コパネイナゴの麹
多型は分散多型であるといえる。

お わ り に

トノサマバッタやサパクトビバッタの麹長は， 孤独相
と群生相で外見的に大差はない。 コパネイナゴの麹長
は， 1 cm足らずの短い個体から， 3cmに近いものまで
大きく変異し， これまで知られて いる麹多型のカテゴリ
ーとかなり異なる。 コパネイナゴの場合は， 早期にふ化
し幼虫期を長日条件で経過した個体だけが長麹型にな
る。 麹多型は密度調節として よりも， 明らかに季節適応
現象である。 分散型は一般に成虫サイズが大きし高密
度からのエスケープ現象ではなく， むしろ良好な環境下
で育った個体で， 積極的に分散の役目を担って いるので
あろう。 定住型として の普通型を主流として ， 長麹型と
の混合戦略によって 危険分散しながら， したたかに季節
適応を展開して いる。

分散多型という点で相変異や， アブラムシ 類， ウ ン
カ， コオロギ類の麹多型と， コパネイナゴの場合も共通
である。 長麹型のコパネイナゴといえども， 発生地から
すべて 遠くへ飛ひや立つわけではなく， 水田にとどまる個
体も多いと考えられる。 一定方向への飛朔ではなしま
さに分散なのである。 今後の問題として ， 普通の短距離
の飛朔とは全く異なる8月下旬�9月上旬の， 高く遠く
まで飛ぶきっかけとなる要因を解明することである。
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